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一般成人気管支目指息（以下，目指息）の擢病頻度に対する作業関連要因の
寄与の大きさを推定する目的で， 2003年 11月時点で昭和大学病院を定
期的に受診している患者を対象とした症例対照研究を実施した。全部で
152名の患者が研究に参加し，この中で過去の職業歴について十分な情
報が得られた 145名（症例群96名，対照群49名）を解析の対照とし
た。対照群の患者は，関節リウマチ，糖尿病，脂質異常症，または高血
圧症の治療目的で受診する患者で，目指息の既往がないものとした。これ
らの対象者に対して，質問票を用いてこれまでの詳細な職業従事歴を調
査するとともに，カルテの記載から，目指息の発症年齢やタイプ，重症度
などの疾病情報と，性，年齢，居住地などの基本情報を得た。作業関連
要因の寄与の大きさは，人口寄与危険割合（PAR%）として評価し， PAR協
の値は，作業関連要因保有に関するオッズ比と症例群の作業関連要因保
有頻度の積として推定した。
有害物質の吸入性暴露の可能性を示唆する作業関連要因保有に関する
オッズ比は有意な増加を示し，性，喫煙状況を調整後の値は，作業関連
要因を粉じんやヒューム，またはガスや有害蒸気の吸入性暴露に限定し
た場合は4.4，さらに職業的な車輔排気ガスの吸入性暴露を加えた場合
は3.6で、あった。オッズ比を相対危険の近似値としてPA聞を推定する
と，粉じん，ヒューム，ガス，有害蒸気暴露に限定した場合は約 11%, 
職業的な車輔排気ガス暴露を加えた場合は約 14%で、あった。
目指息、の発症年齢，タイプ，重症度などの特徴や患者の年齢，居住地な
どの背景因子によって対象者をいくつかのサブグループに分けて解析を
行ったところ，アトピー性目指息よりもそれ以外の目指息で，発症年齢25歳
未満よりも 25歳以上で，また背景因子では，現在職に就いていないもの
よりも就いているもので，オッズ比， PAR犯ともに高値であり，区分によ
ってPA聞が20%に達する場合も見られた。
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目指息は感染症を除く呼吸器疾患の中で、も擢病頻度が高い疾患の一つで
あることから，本研究の結果は，現在のわが国における作業環境をさら
に改善することによって，一般成人に見られる目指息の擢病頻度を減少さ
せるとともに，保健および医療にかかわるコストを削減する上でも有効
である可能性を示唆するものである。
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